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緒　　　　言

　マスカット・べ一リーAのジベレリン　（GA）処理し

た果房は，穂軸や果梗が伸び着粒が粗着になる傾向があ
　1）一4）

る．その対策として，GA前処理ヘベンジルァデニン

（BA）100および200ppmを添加すると，穂軸，果梗

の伸長が抑制されるとともに着粒数が増加し，着粒密度
　　　　　　　　　　2）
が過密になることを前報で示した．密着果房は裂果を生

じ易く，そのために商品価値を低下させる場合が多い．

マスカット。へ一リーAはわが国のフドウ主要品種申で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
は，比較的裂果の少ない品種とされているが，GA処理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
した果房は裂果し易くなることが知られている．

　本実験はGA前処理へ添加するBAの好適濃度を知

る目的で，前報より低濃度のBAを加用した場合の無

核果率と果房の諸形質に及ぽす影響を調査した．

1974年は4反復，1976年は5反復とした．また各年とも

前処理直前に1結果枝1花穂に摘穂，整房し，後処理は

満開後10日に行なった．整房は1974年の場合2次穂軸15

段とし，1976年の場合は2次穂軸12段で花穂上部の2次

穂鞠先端の切詰めも行なった．

　供試薬剤はジベレリン酸純品，クミアイ化学工業提供

のベンジルアデニン3％溶液を用いた．展着剤としてア

トロックスBI　O．1％を加用した．処理はすべて浸漬法

で行なった．

　各年とも収穫果について，果房長，果房重，着粒数，

無核果率，1粒重，異状果発生率，糖度，穂軸長，穂軸

重，着粒密度などを調査した．1976年の収穫果では果梗

長，果梗の太さも調査した．なお着粒密度は穂軸1cm

当りの着粒数で示し，果梗長，果梗の太さは各2次穂軸

の最先端の果粒について測定した．

実　験　結　果

実験材料およぴ方法

　本実験は島根大学農学部附属農場で1974年と1976年に

行なった．1974年は短しょうせん定9年生4樹を用い，

満開則15日にGA1OO，200pPmにそれそれBA　O，50，

100pPmを組合わせて6区を設けた．1976年は短しょう

せん定11年生5樹を用い，満開前18日にGA1OO，200

PPmにそれぞれBA　O，25，50PPmを組合わせて6区

を設けた．各年とも枝別に処理し，1樹1ブロックで

※　附属農場

※※果樹園芸学研究室
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　1）無核果率

　GA前処理へ添加するBA濃度が無核果率に及ぼす

影響を第1表に示した．GA単用処理区間では，100pPm

に比べ200ppmで各年とも高い無核果率が得られ，　ま

たGA100，200pPmにBA25，50，100pPmをそれぞ
れ添加した場合も，GA200pP皿に添加した区がいずれ

もすぐれたが，有意差は認められなかった．BA濃度で

は，GA1OOpPmへの添加は高濃度ほど無核果率が高く

なる傾向がみられたが，GA200pPmへの添加は必ず

しも無核果率を上昇させなかった．
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　2）異状果発生率

　第1報および第2報でマスカット・べ一リーAにGA

処理を行なうと，一部の果粒で果心が異状肥大すること

を認め，これを異状果と呼称した．この異状果の発生率

に及ぼすBA添加濃度の影響を第1表に示した。異状

果の発生に対するGAおよびBA濃度の影響はまった

くみられず，各処理区では発生率は1974年11．O～15．1％

1976年では6．9～9．7％を示し，年次による変動の方が著

しかった．

　3）果軸の性状

　第2表にGA前処理へ添加するBA濃度が果軸に及

ぼす影響を示した．穂軸や果梗の伸長はBA添加によ

り有意に抑えられた．この傾向はBA濃度が高くなる

ほど顕著に現われた．穂軸重や果梗の太さはBA添加

により増加する傾向が認められた．なお穂軸長，穂軸重

において，1974年と1976年で差がみられたのは，前処理

直前に行なった2次穂軸の切詰めの段数が異なるためで

第1表GA前処理へ添加するBA濃度が無核果率
　　　　と異状果発生率に及ぼす影響

GA
濃度

PPm

100

200

BA
濃度

PPm
　0

　25

　50

100

　0
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100

無核果率

1974年　1976年

　％
88．9
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93．9

　％
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93．6
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93，5
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異状果発生率

1974隼　1976年

　％
15．1

12，1

11．9

12．9

14．O

11．O

注：いずれの項目についてもLSD5％水準で有意差なし

％
7．0

8．1

6．9

7．6

8．8

9．7

第2表　GA前処理へ添加するBA濃度が果軸に及ぼす影響

1974年
■一 1976年GA濃度 BA濃度 穂軸長 穂軸重 穂軸長　穂軸重　果梗長　果梗の太さ

PPm PPm Cnユ 9 Cnユ 9 Cnユ Cm
O 13．1 13．8 9．9　　7．7 1．09 0．13

100 25 ・ i
8．7　　8．3 1．01 0．14

50 11．9 19．4 8．9　　8．5 1．OO O．15

100 11．8 21．7 一 一 一 一

O 13．5 16．4 9．9　　8．4 1．18 0．13

25 一 一200
8．9　　8．4 1．08 0．15

50 12．6 21．3 8．8　　9．3 1．05 0．15

100 10．5 23．1 ’ ■ ■ 一

LSD（5％水準） 1 1．2 4．O 1　　0．5　　1．O
0．05 O．01

第3表 GA前処理へ添加するBA濃度が果房長などの果実の品質に及ぽす影響

1974年 1976年GA濃度 BA濃度 果房長果房重着粒数 1粒重 糖度 果房長　果房重　着粒数 1粒重 糖度

PPm PPm Crn 9 ％ Cm 9 9 ％

O 18．O 842　109．2 7．7 16．3 15．9 414　　90．8 4．5 17．8

100 25 ‘ ■ 一 ’ ‘ 15．1 462　　96．1 4．7 17．4

50 17．6 966　141．1 6．8 16．2 15．4 472　103．2 4．5 17．2

100 18．7 977　147．O 6．6 15．6 ｝ 一 ’ ’ ’

O 18．8 894　123．3 7．3 16．8 16．3 462　　89．9 5．0 17．1

200
25 一 ， 一 一 一 15．5 432　　90．9 4．7 17．4

50 18．2 1018　143．1 7．1 16．O 15．5 464　　93．4 4．9 17．2

100 18．6 978　144．6 6．7 15．9 ■ 一 一 ・ 一
…（・％水準）1 N，S． N．S．　17．8 O．4 ・… O．6 N．S．　　9．4 N．S． N．S．
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ある．

　4）その他の果実の品質

　GA前処理へ添加するBA濃度が果房長などの果実

の品質に及ぼす影響を第3表に示した．1976年はBAの

添加により穂軸と同様に果房の伸長が抑えられたが，

1974隼の果房長ではBAの添加効果が認められなかっ

た．1974年の穂軸長と果房長で同様の傾向がみられなか

った理由は，着粒数が著しく増加したため2次穂軸が押

上げられ，その結果果房長の測定値が大きくなったため

と考えられる．果房重ではBAの影響は認められなか

った．着粒数についてみると，1974年はGA1OO，200

PPmのいずれにおいても，BA50，100pPmの添加に

より有意に増加した．しかしBA濃度間では有意差は

なかった．1976年もBA25，50pPmの添加により着粒

数が増加したが，単用に対し必ずしも有意差は認められ

なかった．1粒重，糖度では，1974年はBA添加によ

り低くなったが，1976年はBA添加の影響は認められ

なかった．

　GA前処理へ添加するBA濃度が着粒密度に及ぼす

影響は第1図のとおりである．穂軸1cm当りの着粒数

で示した着粒密度は，BAの添加によりいずれも有意に

高くなった．BA濃度では高濃度ほど着粒密度が高くな

る傾向がみられた．

考　　　　察

　14

　13
着
　12
粒

　1ヱ
密

　ヱ0
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　9

　8

　0

※LSD5％水準

※

ユも74年

」
ユ

　マスカット・べ一リーAのGA処理果房の穂軸や果

梗は前処理が早いほど伸長が促進され，前処理が満開
　　　　　　　　　　　　　　　1）4）
に近づくほど抑制される煩向がある．処理濃度では100

PPmより200pPmで，処理回数では1回より2回処理
　　　　　　　　1）2）
で伸長が促進される．一方無核果率からみたGA前処
　　　　　　　　　　　　　　　　1）3）4）
理の適期は満開前約2週間とされている．処理濃度では

100pPmより200pPmで，処理回数では1回より2回
　　　　　　　　　　　　　　　1）2）
処理で高い無核果率が得られている．一般にマスカット

・べ一リーAのGA前処理は，満開前2週間に100pPm，

1回で行なわれていることが多いが，この場合でも穂

軸や果梗が伸び遇ぎ，着粒が粗になることが指摘され
　　1）4）　　　3）

ている．平田らは，密着果房をつくるために前処理を満

開前9～13日（GA1OOpPm，1回）に行なうことが適

当であると報告している．著者らは，GA前処理へBA

を添加し，穂軸や果梗の伸長抑制と着粒数増加をはかる
　　　　　　　　　　　　2）
ことを検討してきた．前報でBA1OO，200PPmを添加

すると，好適な着粒密度の基準（穂軸1cm当り着粒数

10，平均粒重5g程度）をこえることを報告した．本実

験の1974年満開前15日にBA50，100pPmを添加した区

　0
　GA100　100　：100　100　200200　200　200pp㎜
　BA　　0　25　50　ユ00　　0　25　　50　ユ00

第1図GA前処理へ添加するBA濃度が着粒密度
　　　に及ぼす影響

の着粒密度は，それぞれ11．4～11．9，12．5～13．8でいず

れも好適密度より高かった．同隼のBA添加区の平均

粒重が6．6～7．1gと肥大が良かったため，BAを添加

した区は密着果房となった．1976年は花穂を小型に整房

し，満開則18日にBA25，50pPmを添加した．BA添

加濃度25ppmの着粒密度は102～110で，50ppmの
着粒密度は10．6～11．6であり，　さらにBA添加区の平

均粒重が4．5～4．9gであったため，　ほぼ好適な着粒密

度が得られた．以上の結果からBAの添加は25～50pPm

の濃度で十分と考えられる．　しかしGA処理果房の着

粒数や1粒重は，樹勢の良好な樹ほどすぐれることが、
　　　　　　3）
認められており，またBAをデラウェァに利用する場

合，前処理時期により着粒密度が異なることが知られて
　6）
いる．したがって樹勢や処理時期が異なる場合のBA

好適濃度について検討する必要がある．

　本実験のGA1OOおよび200pP皿単用処理の無核果
　　　　　　　　　1）2）
率は，これまでの報告同様200ppmが高かった．また

BAを添加した場合においても，200PP皿へ添加した区

で高い無核果率が得られた．したがって無核果率，着粒

密度からみた前処理のGA，BAの組合わせは，GA200

PPmへBA25～50pPmを添加する方法がもっとも良
いように思われる．

　マスカット・べ一リーAは大房になるため，GA処理

の有無をとわず一般に花穂の切詰めが行なわれている。
4）

岸はGA処理果房の販売面を考慮し，目標果房重350

～400gとした場合，整房は2次穂軸12段が適当と報告

している．本実験では1974隼の2次穂軸15段で整房した
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　30
臭　　　　　　　　　　　　♪強勢樹（420A台）
状
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生
率

21・　　戸ゼ弱勢樹（自根）

　　　　　　／　　　　φ　　谷　　つ
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　、処理時期　ユ4　　　17　　　15　　　19　　　ヱ8日
　（満開則日数）

　第2図　マスカット1べ一リーAの樹勢と年次別異
　　　　　状果発生率（GA100pP血処理）

各処理区の平均果房重は842～1018gであった．また

1976年における2次穂軸12段の整房でも414～472gで

あった．BAの添加により果房重が増加する煩向がある

ので，今後整房方法についても検討する必要がある．

　異状果の発生についてはGA前処理の濃度，回数，

BAの添加はその発生率に有局な影響を示さないこと，

また年次による変動が極めて大であることを前報で示し

たが，本実験でも同様の傾向がみられた．なお異状果の

発生は個体差が大きく，第2図に示すように樹勢と密接

な関係があり，弱勢樹で発生が少なく，強勢樹で多いこ
　　　　　　　　　　　　　7）
とが認められる．しかし高木らは異状果の発生が弱勢な

新しょうで多く，強勢な新しょうで殆どみられないと報

告しており，この点について見解が一致していない。

摘　　　　要

が無核果率，異状果発生率，果軸の性状，着粒密度，その

他の果実の晶質に及ぼす影響を1974．1976年に調べた．

　GA単用処理では，100pPmに比べ200pPmでつね

に高い無核果率が得られ，これらにBA25，50，100pPm

をそれぞれ添加した場合でも，同様の傾向が示された

が有、冒差は認められなかった．異状果の発生に対する

GA前処理濃度およびBA添加の影響は認められなか

ったが，年次変動は著しかった．BAの添加は穂軸，果

梗の伸長を抑制し，着粒数を増加させ，着粒密度を高め

た。好適な着粒密度はBA25～50pPmの範囲で得られ

た．1粒重および糖度は，BA添加により着粒数が著し

く増加した場合にのみ低下した。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S胆㎜醐町

　The　experments　were　cond．ucted．m1974and－1976to　know　the　apPropr1ate　con－
centrat1on　of　bezy1aden．me（BA）app11ed　as　an　add－1t1ve　to　the　preb1oo皿treatment　of

g1bbere111c　ac1d（GA）for1mprovmg　the　seed．1essness　rat1o　and．compactness　of　Muscat

Ba11eyAgrape
　The　treatn1ent　w1th　GA　a1one　at200pPm　resu1ted．1n　cons1stent1y　h1gher　seed．1essness

rat1o　as　compared　to　that　at1OO　pPm　The　ad．d．1t1ons　of　BA　at25，50and．100pP血

tend．ed　to　ra1se　the　rat1o　when　GA　was　apP11ed　at100pPm，but　they　d1d－not　affect1t

when　GA　was　apP11ed　at200pPm　Further　these亡reat皿ents　depressed　the　e1ongat1on

of　ped．uncle　and　rach1s　and　1ncreased－the　nuInber　of　berr1es　a1most1n　proport1on　to

the　concentrat1ons　As　the　resu1ts，the　d．es1rab1e　compactness　of’bmch　was　gamed　at25

and50pPm
　Both　berry　we1ght　and．so1uble　so11d．content　d．ecreased－d．ue　to　the　ad，d－1t1ons　of　BA

on1y1n　the　cases　where　berry　set　was1mpr0Yed　by　the　treatments

　The　appearance　of　abnorma1berry，the　d－eta11s　of　wh1ch　were　reported．m　the　pre▽10us

paper，was　not　mf1uenced．by　e1ther　the　concentrat1ons　of　GA　or　the　co血bmed．app11ca－

t1ons　of　BA　at　any　concentrat1ons　though1t　f1uctuated　obv1ous1y　year　by　year


